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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、有糸分裂中にリン酸化されるタンパク質をコードします。このタンパク質は、間期には核小体に、M期には染色体に局在します。このタンパク質は、U3核小体小型リボ核タンパク質60-80S複合体と会合し、pre-rRNAプロセシングに関与している可能性があります。[RefSeq提供、2010年12月],機能：60-80S U3核小体小型リボ核タンパク質（U3 snoRNP）の構成要素。pre-18SリボソームRNAプロセシングにおける初期の切断に必要です。,PTM：M期（有糸分裂期）にリン酸化されます。,類似性：MPP10ファミリーに属します。,細胞内局在：核小体の線維状領域。M期初期に核小体が溶解した後、中期および後期を経て染色体と会合します。終期には、必ずしもフィブリラリンを含むとは限らない小さな細胞核小体前部に局在する。核小体との再会合は、フィブリラリンの到達に先行する。,サブユニット：IMP3、IMP4、およびMPHOSPH10を含むヘテロ三量体複合体の構成要素。IMP3およびIMP4と相互作用する。,
	研究分野
	-
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	MPP10 ポリクローナル抗体を使用した、Jurkat 細胞抽出物のウェスタン ブロット分析。二次抗体は 1:20000 に希釈されました。

